
以下の点について、事前に主治医に相談しましょう。

□ 旅行の可否、投与スケジュール、体調管理について。
□ 診断名、病歴、治療薬名や主治医の連絡先などの医療情報
を記載した手紙の用意について。

※レパーサ®の保管時は冷蔵庫に入れ、携行時は保冷バッグに入れてください。

● 貨物室では凍結することがあるため、手荷物に入れて機内
に持ち込んでください。ただし、レパーサ®の機内への持ち込
みについて事前に各航空会社に確認してください。 

レパーサ
®

の自己注射をされている方

● 注射器を携行するための証明書が必要な場合があります。
証明書の書式を各航空会社にご確認のうえ、証明書の発行に
ついては主治医に相談しましょう。 
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出張中・旅行中の注意
◉ 主治医からの注意事項を守りましょう。
◉ レパーサ®を自己注射される方は、レパーサ®の運搬や保管に
注意し、自己注射を安全に正しく行える場所を確保しましょう。

レパーサ®による治療を受けている方へ

飛行機搭乗時の
注意点（国内線）


